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消防出初式はしご乗り演技に喝采
１月５日、開聞中学校で、消防出初式が行われま
した。
新年のすがすがしい日本晴れの下、市では初めて
となる、はしご乗り演技が披露され、喝采を受け
ていました。



　議会傍聴を振り返って、議会はすごいところ
だった。室内に入ると時計があったり、テレビ画
面が４つもあった。私は議会を生で見ることがで
きて本当にうれしかった。まだ見たかったです。
　市議や議長の方は、私たち指宿市民のためにが
んばっているんだなと思いました。

　私は、市議会を傍聴している所を初めて見まし
た。山川小学校の合ぺいの話や地熱などいろいろ
な話し合いをしていました。山川などの学校が合
ぺいすると話していて、魚見小も少ないから、い
つか合ぺいするときが来るのかなと思いました。
そう考えると、少し悲しいです。
　たくさんの議員の人たちが真けんに言い合って
いて、すごかったです。その話し合っている映像
は、インターネットで見られるそうです。指宿の
ことについて真けんに話し合っている姿、かっ
こよかったです。これからも、たくさん話し合っ
て、今よりも良い指宿にしてほしいなと思いま
す。　
　

12月18日・19日に市内８小学校の
６年生が社会科学習の一環として、
議会傍聴に来てくれました。

　一般質問といって質問ができる
のは、30分と言っていました。
「話し合いをしてどんな建物をつ
くりましたか」と質問したら、学
校や総合体育館・グラウンド（開
聞）や来年できるなのはな館の前
のサッカー場なども議会で話し合
いをして決めたと言っていまし
た。

小学生が議会傍聴 全員の感想文を掲載したいのですが、紙面に
限りがありますので、一部を紹介します。
※原文のまま掲載しています。
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　私は、初めて傍聴室に入って市議会を
傍聴しました。市議会は、ライブ映像を
インターネットに配信されていることを
知ってビックリしました。そして指宿を
よりよい町にしていくために頑張ってい
る議員さんを見てすごいなぁと思いまし
た。市議会場に入って見ていたら、とて
も静かで集中していることがよく分かり
ました。

　市議会傍聴をしていると、とても静かだったの
で、みんな真けんにしているんだなと思いまし
た。議員一人一人にタブレットがあり、その理由
はペーパーレスになるということがすごいなと思
いました。
　指宿の１年間の予算が250～260億だと思いま
した。指宿は１年間に20～30億かりていると聞
いて、びっくりしました。多目的グラウンドの予
算は25億と聞いてすごいなと思いました。いろ
んなことを知れてよかったです。

12月18日・19日に市内８小学校の
６年生が社会科学習の一環として、
議会傍聴に来てくれました。

　傍聴室に入りきらない時は、別
の部屋でモニターを見ることも初
めて知りました。

　傍聴室に入ると、やっぱり緊張
していたけれど、テレビ画面で見
ていた時より話の内容がよく分か
りました。

小学生が議会傍聴
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令
和
元
年
12
月
定
例
会

　

（
会
期　

12
月
３
日
～
12
月
25
日　

23
日
間
）

　
　
　

 

審
議
さ
れ
た
主
な
こ
と
が
ら

　
平
成
30
年
度
決
算
に
関
す
る
案
件
８
件
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に

関
す
る
案
件
12
件
、
条
例
に
関
す
る
案
件
８
件
、
指
定
管
理
者
に
関
す

る
案
件
２
件
、
字
の
区
域
の
変
更
に
関
す
る
案
件
１
件
の
計
31
件
と
陳

情
１
件
、
意
見
書
（
案
）
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
さ
れ
た
主
な

こ
と
が
ら
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
一
般
会
計

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
９
７

５
５
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
は
２
７
１
億
５
１
６
５
万
６
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

 

総
務
管
理
費

〇
開
聞
庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う
仮
移

転
先
整
備
に
係
る
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
６
０
万
円

〇
平
成
30
年
度
児
童
手
当
交
付
金
の

確
定
に
伴
う
返
納
金
に
係
る
償
還

金
・
利
子
お
よ
び
割
引
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申

請
事
務
お
よ
び
申
請
時
来
庁
方
式

導
入
に
伴
う
消
耗
品
費
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

71
万
円

社
会
福
祉
費

〇
介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
に
伴

う
繰
出
金　
　
　
　

４
７
０
万
円

児
童
福
祉
費

〇
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
公
費
負
担

の
増
加
に
係
る
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
２
０
万
円

〇
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
の

実
績
増
加
に
伴
う
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
６
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
出
補
正
の
主
な
も
の

指
定
管
理
者
の
指
定

商
工
費

〇
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に

向
け
た
地
域
公
共
交
通
会
議
の
追

加
開
催
お
よ
び
実
証
運
行
を
始
め

る
た
め
の
準
備
費
用
に
係
る
報
償

費
等　
　
　
　
　
　

３
１
１
万
円

〇
ふ
る
さ
と
納
税
一
般
寄
付
金
の
収

入
見
込
み
に
伴
う
積
立
金

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
５
千
万
円

　

 社
会
教
育
費

〇
山
川
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
天
井

落
下
防
止
工
事
設
計
業
務
に
伴
う

委
託
料　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

保
健
体
育
費

〇
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
お
よ
び
セ
レ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
実
施
に
伴
う
消
耗
品
費
等　

　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
６
万
円

　

い
ぶ
す
き
山
川
港
特
産
市
場
「
活い

お
海
道
」
の
指
定
管
理
者
を
指
定
し

ま
し
た
。

〇
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社　

芙
蓉
商
事

　

代
表
取
締
役　

湯
ノ
口
隆
洋 

氏

〇
指
定
の
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　

令
和
７
年
３
月
31
日

　

指
宿
図
書
館
お
よ
び
山
川
図
書
館

の
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
。

〇
指
定
管
理
者

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

本
と
人
と
を
つ
な
ぐ
「
そ
ら
ま
め

の
会
」

　

理
事
長　

下
吹
越
か
お
る 

氏

〇
指
定
の
期
間

　

令
和
２
年
４
月
１
日
～

　

令
和
７
年
３
月
31
日

ふるさと納税返礼品の一例
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「
７
カ
月
以
内
に
撤
去
す
る
こ
と
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
排
水
管
の
残
り

の
15
ｍ
は
地
盤
が
砂
地
で
あ
り
、
深

さ
が
３
～
４
ｍ
も
あ
る
こ
と
か
ら
現

在
も
残
っ
て
い
る
。
指
宿
広
域
市
町

村
圏
組
合
は
、
現
状
の
排
水
管
を
迂

回
工
事
す
る
と
数
千
万
円
か
か
る
と

説
明
し
て
い
る
。
問
題
を
抱
え
て
の

売
買
契
約
は
、
今
後
の
施
設
建
設
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
不
認
定
と
す
べ
き
で

あ
る
。

認
定
す
べ
き

4

4

4

4

4

と
い
う
意
見

〇
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
は
、
配
管
設
備
の
図
面
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
平
成
29
年
度
の
こ
と
で
あ
り
、

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
改
善
さ
れ

た
の
で
、
指
定
管
理
者
と
し
て
特
に

問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
か

い
も
ん
荘
跡
地
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
に
交
わ
し
た
契
約
に
不
備
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
排
水
管
等

の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
と
契

約
先
、
そ
し
て
指
宿
広
域
市
町
村
圏

組
合
と
確
認
が
取
れ
て
お
り
、
契
約

書
に
「
疑
義
が
生
じ
た
と
き
、
あ
る

い
は
契
約
以
外
の
こ
と
が
な
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
し
て

定
め
る
と
す
る
」
と
あ
る
の
で
、
こ

の
契
約
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
最
終
日
に

行
わ
れ
た
現
地
調
査
で
も
、
予
定
ど

お
り
執
行
さ
れ
て
い
た
の
で
、
認
定

す
べ
き
で
あ
る
。

不
認
定
と
す
べ
き

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
意
見

〇
こ
れ
は
国
民
宿
舎
か
い
も
ん
荘
跡

地
活
用
事
業
が
含
ま
れ
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
平
成
30
年
６
月
１
日
、
岩

崎
産
業
株
式
会
社
と
売
買
契
約
が
な

さ
れ
、
同
月
27
日
、
定
例
会
に
お
い

て
議
決
を
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
の
第
３
回
定

例
会
議
員
懇
談
会
に
お
い
て
、
か
い

も
ん
荘
跡
地
活
用
事
業
者
募
集
要
項

の
中
で
、
対
象
地
内
に
敷
設
さ
れ
て

い
る
２
本
の
排
水
管
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
と
指
宿
市
が
協

議
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
30
年

に
締
結
さ
れ
た
契
約
書
の
中
で
は
、

　

12
月
定
例
会
に
先
立
ち
、
決
算
特

別
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

不
認
定
と
す
べ
き

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
意
見

　

県
や
市
に
書
類
提
出
を
怠
り
、
行

わ
れ
て
い
た
配
管
工
事
、
複
数
年
に

わ
た
る
予
算
・
決
算
の
不
備
等
の
指

摘
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヘ

ル
シ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
山
川
砂
む
し

保
養
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
同

じ
業
者
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
、
一
時

凍
結
さ
れ
て
い
た
地
熱
開
発
計
画
が

市
長
再
選
を
根
拠
に
再
開
さ
れ
た
が
、

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
か
ら
「
地
域
と
の
共

生
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
助

成
金
が
不
採
択
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

不
認
定
と
す
べ
き
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
決
算

ヘルシーランド

賛
成
多
数
で
認
定

平
成
30
年
度
一
般
会
計

　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
16
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

かいもん荘跡地

起
立
採
決
の
結
果
、可
否
同
数
と

な
り
、委
員
長
裁
決
で
不
認
定

平
成
30
年
度
一
般
会
計

　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

決
算
特
別
委
員
会

　
◎
新
宮
領
實　
○
前
之
園
正
和

　
　
西
田
義
哲　
　
斉
藤
佳
代

　
　
恒
吉
太
吾　
　
東　
伸
行

　
　
井
元
伸
明　
　
髙
橋
三
樹

　
　
高
田
チ
ヨ
子

　
　
　
（
◎
委
員
長　
〇
副
委
員
長
）
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問　

愉
徒
里
館
の
、
ど
の
部
分
を
使

用
す
る
の
か
。

答　

多
目
的
ホ
ー
ル
と
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
業
務
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
使
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

仮
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
で
業
務
に

支
障
は
な
い
の
か
。

答　

現
庁
舎
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
仮
庁
舎
は
、
現
庁
舎
の
場
所
よ

り
山
手
の
方
に
な
り
、
遠
く
な
る
。

交
通
手
段
な
ど
、
心
配
な
点
は
な

い
の
か
。

答　

令
和
２
年
４
月
か
ら
開
聞
地
域

は
、
循
環
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
仮
庁
舎
ま
で

運
行
で
き
な
い
か
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

徒
歩
で
来
ら
れ
る
方
も
い
る
た

め
、
予
約
を
い
た
だ
い
て
、
現
庁

舎
や
現
庁
舎
付
近
の
バ
ス
停
か
ら

公
用
車
で
送
迎
を
行
う
こ
と
も
今

後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
７
月
か
ら
現
庁
舎
の
解

体
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
新
庁
舎
の
建

設
工
事
を
開
始
し
、
令
和
４
年
１
月

か
ら
の
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問　

消
防
団
員
は
、
何
人
い
る
の
か
。

答　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
実

団
員
数
は
５
０
２
人
と
な
っ
て
い

る
。
条
例
定
数
は
５
６
４
人
で
あ

る
。

問　

機
能
別
消
防
団
員
は
何
人
を
予

定
し
、
ど
の
よ
う
に
選
定
さ
れ
る

の
か
。

答　

条
例
定
数
の
範
囲
内
で
、
各
分

団
で
不
足
し
て
い
る
団
員
数
を
目

安
と
し
て
、
募
集
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
機
能
別
消
防
団
員
は
、
火

災
現
場
な
ど
で
不
足
す
る
消
防
力

等
を
補
完
す
る
た
め
、
活
動
範
囲

を
限
定
し
て
い
る
。

　
　

選
定
に
つ
い
て
は
、
消
防
職
員

ま
た
は
、
消
防
団
員
の
経
歴
が
５

年
以
上
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
知

識
・
技
能
を
有
す
る
者
や
所
属
す

る
分
団
の
管
轄
区
域
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
し
、
直
ち
に
出
動
で
き

る
者
等
を
考
え
て
い
る
。

問　

愉ゆ

と

り
徒
里
館
が
仮
庁
舎
に
な
る
が
、

仮
移
転
工
事
は
、
ど
の
よ
う
な
計

画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

床
の
改
修
や
電
灯
・
空
調
設
備

等
の
仮
設
工
事
を
令
和
２
年
２
月

か
ら
４
月
末
ま
で
の
３
カ
月
で
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
仮
庁
舎

へ
の
移
転
は
、
令
和
２
年
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

 

総
務
水
道
委
員
会

◎
恒
吉　
太
吾　
○
西
森　
三
義

　
前
之
園
正
和　
　
下
川
床　
泉

山
本　
敏
勝　
東　
　
伸
行

福
永　
德
郎　
（
◎
委
員
長 

〇
副
委
員
長
）

主
な
委
員
会
審
査
報
告

開
聞
庁
舎
の
仮
移
転

全
員
一
致
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算
（
第
７
号
）

令和２年消防出初式の様子

愉徒里館（開聞庁舎仮移転先）

全
員
一
致
で
原
案
可
決

機
能
別
消
防
団
員
の
創
設

6第63号いぶすき市議会だより



答　

指
導
者
用
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
は
、
全
小
学
校
に
導
入
し
、

国
語
が
４
年
生
か
ら
６
年
生
、
算

数
が
３
年
生
か
ら
５
年
生
の
予
定

で
あ
る
。
モ
ニ
タ
ー
が
全
教
室
に

な
い
学
校
は
、
時
間
割
を
見
な
が

ら
、
教
室
間
を
移
動
し
て
使
用
す

る
。

問　

指
宿
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
産
婦

人
科
医
師
を
派
遣
す
る
経
費
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
医
師
の
給
与
、
研
修
費
、
旅
費

等
に
な
る
。　

問　

鹿
児
島
大
学
か
ら
、
産
科
医
の

派
遣
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
今
後

も
派
遣
を
継
続
し
て
も
ら
え
る
の

か
。

答　

産
科
医
の
育
成
が
充
実
し
、
派

遣
が
実
現
し
て
い
る
の
で
、
産
科

医
が
必
要
な
期
間
は
同
大
学
か
ら

派
遣
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い

る
。

 

問　

今
回
の
改
正
は
、
基
礎
課
税
額

等
の
算
定
か
ら
、
資
産
割
を
な
く

す
よ
う
、
県
内
で
統
一
す
る
と
い

う
こ
と
か
。

答　

平
成
29
年
11
月
に
、
県
が
運
営

　
方
針
を
示
し
、
令
和
５
年
度
を
め

　
ど
に
４
方
式
か
ら
資
産
割
を
除
き
、

所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
３

方
式
に
統
一
す
る
の
で
、
本
市
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
更
す
る
。

　
問　

総
額
で
は
、
平
成
30
年
度
と
変

わ
ら
な
い
と
い
う
説
明
だ
が
、
資

産
割
の
な
い
人
は
増
額
に
な
る
の

か
。

答　

資
産
割
の
な
い
人
は
増
額
に
な

る
。

　
問　

長
寿
健
康
診
査
受
診
者
と
人
間

ド
ッ
ク
受
診
者
は
合
算
で
、
被
保

険
者
総
数
の
何
％
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

平
成
30
年
度
で
は
、
対
象
者
が

９
０
５
９
人
で
、
受
診
者
は
４
０

５
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
受
診
率

は
44
・
８
％
で
あ
る
。

問　

受
診
率
が
60
％
を
超
え
る
と
、

受
診
者
の
医
療
費
が
安
く
な
る
制

度
が
あ
る
の
か
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
、

保
険
料
努
力
支
援
制
度
が
あ
り
、

受
診
率
が
60
％
を
超
え
た
場
合
は
、

補
助
金
制
度
が
あ
る
。

問　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度

ま
で
の
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
。

答　

３
億
８
０
８
万
２
千
円
を
予
定

し
て
い
る
。
現
在
よ
り
も
３
７
３

６
万
１
千
円
の
増
額
と
な
る
。

 

問　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
は
、
全

学
校
が
対
象
で
、
モ
ニ
タ
ー
は
全

教
室
に
あ
る
の
か
。

文
教
厚
生
委
員
会
主
な
委
員
会
審
査
報
告

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入

山川図書館

令
和
元
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算（
第
５
号
）

◎
新
川
床
金
春　
〇
前
原　
五
男

　
吉
村　
重
則　
　
松
下
喜
久
雄

東　
　
勝
義　
井
元　
伸
明

高
田
チ
ヨ
子　
（
◎
委
員
長 

〇
副
委
員
長
）

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

令
和
元
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算
（
第
７
号
）

指
宿
図
書
館
お
よ
び
山
川
図
書

館
の
指
定
管
理
料

産
婦
人
科
医
師
の
派
遣

令
和
元
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算（
第
５
号
）

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正

指宿医療センター

全
員
一
致
で
原
案
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令和２年３月２日発行7



答　

中
央
公
民
館
を
計
画
し
て
お
り
、

市
職
員
４
人
、
観
光
協
会
職
員
１

人
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
正
規
職
員
３
人
、

パ
ー
ト
職
員
２
人
を
想
定
し
て
い

る
。

問　

公
募
に
応
じ
た
の
は
１
者
の
み

と
あ
る
が
、
他
の
所
か
ら
の
応
募

は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

公
募
前
に
２
者
ほ
ど
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
が
、
応
募
が
あ
っ
た

の
は
１
者
で
あ
っ
た
。

不
採
択
と
す
べ
き

4

4

4

4

4

4

4

と
い
う
意
見

　

小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
条
例

が
既
に
制
定
さ
れ
て
い
る
他
自
治
体

の
条
例
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
賛
同

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
令
和
２
年
度
の
菜
の
花

商
工
会
補
助
金
増
額
や
、
小
規
模
事

業
者
販
路
開
拓
支
援
事
業
に
対
す
る

補
助
金
30
万
円
な
ど
、
な
ぜ
そ
う
い

う
金
額
を
提
示
し
て
い
る
の
か
、
根

拠
と
な
る
資
料
も
不
足
し
て
い
る
と

思
う
の
で
、
こ
の
陳
情
は
不
採
択
と

す
べ
き
で
あ
る
。

問　

公
共
交
通
体
系
構
築
の
実
証
運

行
を
始
め
る
た
め
の
準
備
費
用
と

は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
運
行
を

計
画
し
て
い
る
、
新
イ
ッ
シ
ー
バ

ス
開
聞
循
環
線
や
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
を
設
置
す
る
費
用

や
、
郵
便
局
で
販
売
す
る
路
線
バ

ス
割
引
券
の
作
成
費
用
で
あ
る
。

問　

住
民
へ
の
周
知
は
、
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

答　

令
和
２
年
２
月
に
、
運
行
内
容

に
つ
い
て
各
地
区
で
説
明
会
を
行

う
計
画
で
あ
る
。

問　
事
務
所
は
ど
こ
に
設
置
し
、
ス

タ
ッ
フ
は
何
人
ほ
ど
に
な
る
の
か
。

産
業
建
設
委
員
会
主
な
委
員
会
審
査
報
告

全
員
一
致
で
原
案
可
決

賛
成
な
し
で
不
採
択

令
和
元
年
度
一
般
会
計

　
　
　
補
正
予
算（
第
７
号
）

「
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
条
例
」
制
定
及
び
商
工

会
に
対
す
る
令
和
２
年
度
補

助
金
要
望
等
に
つ
い
て

新
た
な
地
域
公
共
交
通

指
宿
市
版
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ

いぶすき山川港特産市場「活お海道」

◎
木
原　
繁
昭　
〇
坂
元　
茂
教

　
新
宮
領　
實　
　
斉
藤　
佳
代

西
田　
義
哲

髙
橋　
三
樹　
（
◎
委
員
長 

〇
副
委
員
長
）

全
員
一
致
で
原
案
可
決

活い

お
海
道
の
指
定
管
理
者
の
指
定

とは？（観光庁よるモデル図）

３

陳
情
第
５
号
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　12月定例会では、８人の議員が市政の各
方面にわたって質問を行いました。
　掲載内容は、主な項目についての質問と
答弁の要旨であり、質問者の文責によるも
のです。
　なお、一般質問などの詳しい内容は、次
の方法でご覧いただけます。
①会議録の閲覧
　市議会事務局、山川・開聞庁舎、図書館
　および市ホームページ
②会議の録画中継視聴
　市ホームページ
※議員顔写真下のＱＲコードを、スマート
　フォン等のＱＲコードリーダーで読み取
　ることで、一般質問の録画中継がご覧い
　ただけます。

ここが聞きたい
市 政 の 《一般質問

》

指宿市　議会中継 検索

問　

鹿
児
島
県
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
に
基
づ
き
、
現
行
の
４
方
式

か
ら
資
産
割
を
除
い
た
３
方
式
に

変
更
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
資
産
割
、

６
７
０
０
万
円
を
法
定
外
繰
入
を

し
、
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

法
定
外
繰
入
解
消
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
繰
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

法
定
外
繰
入
は
、
ど
の
ぐ
ら
い

し
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
31
年
度
は
、
１
億
２
千
万

円
を
繰
り
入
れ
て
い
る
。

問　

法
定
外
繰
入
を
解
消
し
た
場
合

　

は
、
か
な
り
の
値
上
げ
に
な
り
、

払
っ
て
い
け
な
い
状
況
で
は
な
い

の
か
。

答　

財
政
の
課
題
と
し
て
、
医
療
費

を
削
減
す
る
。
国
保
会
計
の
健
全

化
を
図
り
、
法
定
外
繰
入
を
し
な

い
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
か
い
も
ん
荘
跡
地
活
用
に
つ
い
て

○
小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

問　

地
熱
開
発
申
請
は
昨
年
に
続
い

て
不
採
択
に
な
っ
て
い
る
が
、
理

由
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　

不
採
択
通
知
に
つ
い
て
は
到
底

　

受
け
入
れ
が
た
い
決
定
で
あ
り
、

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等

を
参
考
に
し
て
、
審
査
に
係
る
質

問
事
項
を
送
付
し
、
回
答
を
検
証

し
た
後
、
今
後
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
。　

問　

地
熱
発
電
の
周
り
で
は
、
昔
ス

　

メ
も
で
き
た
ぐ
ら
い
温
泉
が
出
て

い
た
。
ま
た
、
農
家
の
地
下
水
に

影
響
が
出
て
い
る
と
聞
く
が
、
調

査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

山
川
地
域
で
は
、
九
州
電
力
の

　

地
熱
発
電
所
の
周
囲
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
か
な
り
の
数
や
っ
て
お
り
、

影
響
が
な
い
と
説
明
を
受
け
て
い

る
。　
　
　
　
　
　

動画視聴

国
保
税
に
つ
い
て

地
熱
に
つ
い
て

吉村　重則
議員

令和２年３月２日発行9



欲
し
い
と
い
っ
た
声
も
あ
る
。
な

の
は
な
館
に
、
子
育
て
世
代
が
本

当
に
望
ん
で
い
る
屋
内
広
場
や
子

ど
も
広
場
の
整
備
が
で
き
な
い
か
。

答　

可
能
な
限
り
早
急
に
整
備
し
た

い
。
候
補
地
も
複
数
検
討
し
て
お

り
、
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

問　

候
補
地
に
つ
い
て
、
ど
こ
を
中

心
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

中
央
ホ
ー
ル
近
く
の
旧
売
店
部

分
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
指
宿
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て

必
要
期
間
と
し
て
、
議
決
後
７
カ

月
以
内
に
撤
去
す
る
と
な
っ
て
い

　

る
。
排
水
管
を
15
ｍ
残
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
い
も
ん
荘

跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
・
建
物
も

岩
崎
産
業
株
式
会
社
が
購
入
し
て

お
り
、
同
社
は
当
該
隣
接
も
含
め

て
宿
泊
施
設
等
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
今
後
、
同
社
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
合
わ
せ
て
、

残
り
の
排
水
管
も
撤
去
す
る
こ
と

で
了
承
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

地
熱
開
発
事
業
掘
削
助
成
金
の

申
請
に
対
し
て
２
回
目
の
不
採
択

通
知
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
関
し
て
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
に
質
問

書
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

私
ど
も
と
し
て
は
、
審
査
基
準

　

を
満
た
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
審
査
に
係
る
質
問

事
項
等
を
文
書
に
し
て
送
付
し
、

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
か
ら
今
回
不
採
択

と
な
っ
た
理
由
を
し
っ
か
り
と
伺

っ
た
後
に
、
そ
の
回
答
を
検
証
し

た
上
で
、
今
後
に
つ
い
て
対
応
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
の
少

な
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
思

い
切
り
遊
べ
、
親
同
士
の
交
流
の

場
と
な
る
よ
う
な
子
ど
も
広
場
の

整
備
や
、
大
型
遊
具
の
設
置
を
こ

れ
ま
で
も
提
案
し
て
き
た
。
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

駐
車
場
や
屋
外
ト
イ
レ
に
隣
接

し
て
い
る
点
も
考
慮
し
、
建
設
中

の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
南
側
部

分
に
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
や
親
が
安
心
し
て

安
全
に
遊
べ
る
よ
う
に
、
広
場
の

外
周
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
い
、
子
ど

も
専
用
の
遊
び
場
と
し
て
整
備
で

き
な
い
か
。

答　

整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問　

季
節
や
天
候
に
関
係
な
く
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
施
設
を
造
っ
て

問　

ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
が
ア
ジ
ア

地
域
で
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
、
国
は
侵
入
防
止
緊
急
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

国
が
行
う
事
業
で
あ
り
、
県
や

市
町
村
が
支
援
を
行
う
場
合
、
５

分
の
４
の
特
別
交
付
税
を
措
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問　

か
い
も
ん
荘
跡
地
の
敷
地
内
の

排
水
管
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
と
協
議
す
る
と
あ
る
が
現
状

を
伺
う
。

答　

売
買
物
件
内
に
敷
設
さ
れ
て
い

る
排
水
管
の
撤
去
工
事
に
か
か
る

動画視聴

恒吉　太吾
議員

井元　伸明
議員

動画視聴

子
育
て
の
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

農
業
問
題
に
つ
い
て

遊具で遊ぶ子ども

か
い
も
ん
荘
跡
地

活
用
事
業
に
つ
い
て

地
熱
開
発
に
つ
い
て
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な
っ
て
い
る
か
。

答　

県
と
の
協
議
で
、
利
活
用
方
法

な
ど
慎
重
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
県
の
対

応
策
に
つ
い
て
、
現
段
階
に
お
い

て
回
答
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

問　

借
地
料
に
つ
い
て
も
県
に
要
請

し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
将
来

に
わ
た
っ
て
、
市
民
に
負
担
が
生

じ
な
い
た
め
に
は
、
県
か
ら
の
補

助
金
は
必
要
だ
と
思
う
が
、
交
渉

し
て
い
る
の
か
。

答　

な
の
は
な
館
に
つ
い
て
は
、
10

年
来
大
き
な
市
の
課
題
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、
関
係
部
局

と
も
話
し
て
き
た
が
、
市
民
を
含

め
て
、
議
会
も
執
行
部
も
、
県
に

同
じ
よ
う
な
形
で
要
望
し
て
い
か

な
い
と
、

　

解
決
で

　

き
な
い

　

と
考
え

　

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

○
サ
ッ
カ
ー
場
活
用
に
つ
い
て

○
指
宿
駅
前
の
活
用
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

増
額
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組

み
や
返
礼
品
の
開
発
な
ど
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

新
た
な
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
、
新
規
者
を

獲
得
し
て
い
く
と
と
も
に
、
返
礼

品
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
新
規

事
業
者
の
開
拓
や
事
業
者
と
の
連

携
を
深
め
、
返
礼
品
の
磨
き
上
げ

や
開
発
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
増
額
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
本
市
の
知
名
度
向

上
を
意
識
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
を
作
成
し
、
魅
力
あ
る
特
産

品
や
観
光
素
材
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
誘
導
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
事
項

〇
市
営
陸
上
競
技
場
の
活
用
に
つ
い

て

問　

助
成
金
は
不
採
択
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
地
熱
の
恵
み
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答　

不
採
択
の
理
由
に
つ
い
て
、
質

問
等
を
文
書
で
送
付
す
る
予
定
で

あ
り
、
回
答
等
を
検
証
し
、
今
後

ど
う
す
る
べ
き
か
検
討
し
た
い
。

問　

地
熱
発
電
計
画
地
に
、
大
型
鉄

塔
の
建
設
を
検
討
し
て
い
た
の
か
。

答　

議
員
有
志
の
会
が
配
布
し
た
チ

ラ
シ
に
は
、
大
き
な
地
熱
発
電
所

と
赤
白
の
煙
突
が
４
本
、
そ
し
て

大
き
な
円
柱
状
の
タ
ン
ク
が
描
か

れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
建
設
を

計
画
し
た
こ
と
は
な
い
。

問　

県
所
有
の
建
物
の
交
渉
は
ど
う

問　
市
財
源
の
一
部
と
な
っ
て
い
る

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
市
の
貴

重
な
財
源
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
、
税
収
の
確
保
が
難
し
く
な

っ
て
い
く
中
で
、
財
政
を
支
え
る

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後

も
積
極
的
に
推
進
し
、
寄
付
金
の

増
額
に
努
め
た
い
。

問　

今
年
度
の
実
績
お
よ
び
見
込
み

額
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
元
年
12
月
16
日
時
点
で
、

受
付
件
数
５
万
２
９
２
１
件
、
寄

付
額
８
億
７
８
０
０
円
で
、
年
末

に
か
け
て
寄
付
も
急
増
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度
目

標
の
10
億
円
を
超
え
て
13
億
円
程

度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

動画視聴

東　勝義
議員

西森　三義
議員

動画視聴

地
熱
の
恵
み
活
用
に
つ
い
て

な
の
は
な
館
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

なのはな館
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意
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

調
和
の
と
れ
た
地
熱
活
用
協
議

会
に
は
温
泉
事
業
者
な
ど
も
入
っ

て
い
る
の
で
、
個
別
的
同
意
は
い

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

温
泉
資
源
の
保
護
及
び
利
用
に

関
す
る
条
例
は
、
一
定
の
基
準
に

基
づ
い
て
規
制
を
す
る
と
か
、
必

要
な
ら
ブ
レ
ー
キ
も
か
け
る
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
住
民
や
関
係
者

の
合
意
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
本

当
の
意
味
で
温
泉
資
源
の
将
来
に

わ
た
る
持
続
可
能
な
活
用
を
保
障

す
る
た
め
の
条
例
改
正
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
っ
て
問

題
が
あ
る
と
し
た
ら
、
条
例
を
一

部
見
直
す
の
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
。

問　

市
の
計
画
や
民
間
の
計
画
の
動

向
等
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◯
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
で
、

資
産
割
が
な
く
な
り
、
負
担
が
増

え
る
世
帯
件
数
と
、
所
得
が
３
０

０
万
円
の
世
帯
に
お
け
る
保
険
料

は
い
く
ら
増
額
に
な
る
の
か
。

答　

資
産
割
が
な
い
世
帯
が
、
３
６

１
３
世
帯
あ
り
、
４
人
世
帯
の
場

合
で
、
２
万
７
６
０
０
円
の
増
と

な
る
。

問　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿
で
、
実
験

用
サ
ル
を
飼
育
し
て
い
る
と
思
う

が
、
サ
ル
由
来
の
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
が

市
民
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿
の
サ
ル
の

　

飼
育
状
況
な
ど
を
鑑
み
た
と
き
、

感
染
の
心
配
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
地
熱
発
電
事
業

問　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
か
ら
２
回
の
不

採
択
を
受
け
た
原
因
は
、
何
だ
と

考
え
る
か
。
不
採
択
を
受
け
て
計

画
を
断
念
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

審
査
基
準
で
あ
る
「
当
該
助
成

　

事
業
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
書
面
等
で
確
認
で
き
る
こ
と
」

と
は
認
め
が
た
い
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
に
不
採
択
と
な
っ

た
理
由
を
確
認
し
、
今
後
の
対
応

を
検
討
し
た
い
。

問　

審
査
基
準
は
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が

定
め
た
も
の
で
あ
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ

Ｅ
Ｃ
が
主
体
的
に
判
断
す
る
も
の

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の
審
査
基
準
に

よ
れ
ば
、
地
元
自
治
体
、
温
泉
事

業
者
、
地
元
住
民
が
並
列
的
に
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
て
の
同

問　

か
い
も
ん
荘
跡
地
内
に
敷
設
さ

れ
て
い
る
２
本
の
排
水
管
に
つ
い

て
、
川
尻
温
泉
の
泉
源
を
分
筆
す

る
と
き
一
緒
に
手
続
き
す
る
こ
と

で
、
指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

排
水
管
撤
去
問
題
は
起
き
な
か
っ

た
と
思
う
か
。

答　

か
い
も
ん
荘
跡
地
は
、
元
々
奥

行
き
が
な
い
土
地
で
、
排
水
管
部

分
ま
で
分
筆
す
る
と
、
事
業
規
模

　

を
制
限
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

地
熱
発
電
等
を
め
ぐ
る

諸
問
題
に
つ
い
て

か
い
も
ん
荘
跡
地
の

排
水
管
撤
去
問
題

前之園正和
議員

動画視聴

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
増

サ
ル
由
来
の

Ｂ
ウ
イ
ル
ス
問
題

動画視聴

新川床金春
議員

指宿広域市町村圏組合の排水管撤去地
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問　

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

本
年
度
か
ら
給
与
改
善
に
つ
な

が
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
開

催
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に

開
催
す
る
こ
と
で
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。　
　

　問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
れ
な

い
児
童
が
多
い
と
聞
く
が
、
市
と

し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　

現
在
、
山
川
地
域
と
指
宿
地
域

　

の
小
学
校
敷
地
内
へ
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
各
地
域
の
小
学
校
敷
地
内

等
へ
の
設
置
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

問　

災
害
対
応
自
動
販
売
機
に
つ
い

て
、
市
の
施
設
に
設
置
で
き
な
い

か
。

答　

市
内
に
21
台
設
置
し
て
お
り
、

８
台
は
公
的
な
施
設
に
設
置
し
て

い
る
。

問　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

節
目
年
齢
の
人
へ
の
経
過
措
置
が

完
了
し
た
が
、
未
接
種
者
へ
の
再

通
知
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

答　

本
市
で
は
、
新
規
の
対
象
者
で

あ
る
65
歳
の
人
の
み
に
通
知
し
て

お
り
、
再
通
知
は
行
わ
ず
広
報
紙

で
周
知
し
て
い
る
。

問　

保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
る
が
、

給
食
費
が
発
生
し
た
と
き
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
。
給

食
費
に
つ
い
て
も
、
補
助
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答　
財
政
状
況
や
国
の
動
向
等
も
見

守
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

安
心
・
安
全
な

生
活
の
た
め
に

高田チヨ子
議員

動画視聴

意
見
書（
案
）の
要
旨

　

国
民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す

た
め
、
下
記
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
．
国
会
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理

　

大
臣
主
催
の
桜
を
見
る
会
へ
の
国

　

民
か
ら
の
疑
惑
の
究
明
を
図
る
こ

　

と
。

２
．
政
府
に
お
い
て
は
、
安
倍
総
理

　

大
臣
に
か
か
る
一
連
の
疑
惑
に
つ

　

い
て
自
ら
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

　

と
。

賛
成
討
論

　

安
倍
首
相
に
よ
る
桜
を
見
る
会
の

私
物
化
疑
惑
は
、
文
字
通
り
底
な
し

の
状
態
で
あ
る
。
首
相
推
薦
枠
で
悪

徳
商
法
の
元
会
長
が
招
待
さ
れ
、
疑

惑
は
ま
す
ま
す
濃
厚
に
な
っ
て
い
る
。

資
料
請
求
が
な
さ
れ
た
直
後
に
招
待

者
の
名
簿
が
破
棄
さ
れ
た
経
過
も
意

図
的
な
証
拠
隠
滅
の
可
能
性
が
極
め

て
高
く
な
っ
て
い
る
。
桜
を
見
る
会

前
夜
祭
を
開
催
し
た
安
倍
後
援
会
の

収
支
を
め
ぐ
る
疑
念
も
払
拭
さ
れ
て

い
な
い
。
首
相
に
重
大
な
責
任
が
あ

る
こ
と
は
隠
し
よ
う
が
な
い
。
よ
っ

て
、
疑
惑
の
究
明
を
図
る
こ
と
が
必

要
と
の
立
場
か
ら
、
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

　

桜
を
見
る
会
の
問
題
は
、
徹
底
し

た
調
査
と
解
決
が
図
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
が
、
こ
の
意
見
書
案
は
、
我
が

国
の
国
権
の
最
高
機
関
た
る
国
会
に

対
し
て
、
そ
の
審
査
能
力
を
信
頼
で

き
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
意
見
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
意
見
書
の
範

囲
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
も
の
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
私
ど
も
指
宿
市

議
会
が
国
会
な
ら
び
に
政
府
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
の
は
、
国
民

が
希
求
す
る
我
が
国
の
将
来
展
望
に

係
る
課
題
解
決
や
、
指
宿
市
民
の
福

祉
向
上
、
教
育
環
境
の
整
備
、
産
業

振
興
等
々
、
市
政
発
展
を
求
め
て
の

活
動
等
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
べ

き
と
思
慮
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
国

会
お
よ
び
政
府
に
対
す
る
指
宿
市
議

会
の
意
見
書
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な

い
と
の
判
断
に
よ
り
、
反
対
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
主
催
「
桜
を

見
る
会
」
疑
惑
の
徹
底
究
明

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

　
　
　
　
　
賛
成
８　
反
対
11

賛
成
少
数
で
否
決

意
見
書
案
第
３
号

保
育
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

令和２年３月２日発行13



所
管
事
務
調
査
の
報
告

議
会
運
営
委
員
会

れ
る
。

○
委
員
所
感

 • 

現
時
点
で
会
派
制
を
導
入
す
る
の

で
は
な
く
、
勉
強
グ
ル
ー
プ
等
が
作

ら
れ
、
議
会
全
体
か
ら
会
派
制
導
入

の
機
運
が
高
ま
り
、
条
件
等
も
整
っ

た
と
き
に
検
討
す
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

 • 
市
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
は
、

個
人
で
活
動
す
る
よ
り
も
２
～
５
人

ぐ
ら
い
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
勉
強
会

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
議
員
の
知
識
・

見
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。

～
出
前
講
座
～

も
ら
い
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
開
催
ご
と
に
改
善
を
図

り
、
実
施
し
て
い
た
。

　

報
告
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
1

分
間
の
持
ち
時
間
で
、
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
ス
ピ
ー
チ
し
た
の
は
、

評
価
を
得
ら
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

○
委
員
所
感

 • 

報
告
会
の
た
び
に
改
善
を
行
い
、

共
有
し
て
い
く
こ
と
は
、
マ
ン
ネ
リ

化
を
防
ぎ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聴
く
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
さ
ら

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。

　

会
派
と
は
、
議
会
内
に
結
成
さ
れ

た
議
員
の
同
志
的
集
合
体
で
あ
る
。

　

全
国
で
会
派
制
を
導
入
し
て
い
る

市
議
会
は
、
８
１
４
議
会
中
７
３
６

議
会
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
以
前
は

設
け
て
い
な
い
議
会
が
多
か
っ
た
が
、

合
併
時
に
設
置
し
た
所
が
大
半
を
占

め
る
。
鹿
児
島
県
内
で
は
、
19
市
議

会
中
10
市
議
会
が
導
入
し
て
い
る
。

　

会
派
制
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

政
務
の
調
査
研
究
・
研
修
活
動
等
を

多
面
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
議
員

の
資
質
向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

政
策
集
団
と
し
て
二
元
代
表
制
を
活

性
化
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

一
方
、
単
な
る
議
員
の
集
ま
り
で
、

数
の
力
に
よ
る
首
長
・
執
行
部
へ
の

圧
力
団
体
化
、
ま
た
、
議
会
の
根
本

で
あ
る
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
考
え

や
政
策
な
ど
を
自
由
に
発
信
で
き
な

く
な
る
等
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら

～
出
前
講
座
～

　

平
成
28
年
度
か
ら
選
挙
権
が
18
歳

以
上
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
選
挙
管

理
委
員
会
と
議
会
事
務
局
が
連
携
し
、

秦
野
市
内
に
あ
る
高
等
学
校
で
選
挙

の
仕
方
な
ど
の
出
前
講
座
を
開
催
し

て
い
た
。
議
長
も
同
行
し
、
実
際
に

選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
の
役
割
な
ど

を
紹
介
し
て
い
た
。

～
議
会
報
告
会
～

　

平
成
23
年
度
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
て
以
降
、
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
を
設
け
て
報
告
会
を
開
催
し

て
い
た
。
対
面
方
式
で
行
い
、
参
加

し
た
人
が
見
や
す
い
よ
う
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
り
、
休
日
の

昼
間
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
。

　

子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た

会
場
で
は
、
子
ど
も
預
か
り
も
行
い
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
参
加
し
て

令
和
元
年
11
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
、

全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
神
奈
川
県

秦
野
市
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み

全国市議会議長会での視察の様子

秦野市での視察の様子

◎
西
森
三
義　
○
西
田
義
哲　
恒
吉
太
吾

　
前
之
園
正
和　
松
下
喜
久
雄　
木
原
繁
昭

　
新
川
床
金
春　
（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長
）

基
本
的
な
会
派
の
仕
組
み

14第63号いぶすき市議会だより



所
管
事
務
調
査
の
報
告

広
報
特
別
委
員
会

○
委
員
所
感

 • 

誰
も
が
、
手
に
取
り
読
ん
で
み
た

く
な
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、
写

真
な
ど
を
多
用
し
て
、
子
ど
も
で
も

読
み
や
す
く
、
知
り
た
い
情
報
が
分

か
り
や
す
い
紙
面
作
り
を
心
掛
け
た

い
。
ま
た
、
発
行
ま
で
の
期
間
を
短

縮
す
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
も
、

会
期
中
の
広
報
特
別
委
員
会
の
開
催

も
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

 • 

霧
島
市
広
報
公
聴
委
員
会
は
、
定

例
会
の
開
催
と
同
時
進
行
で
議
会
だ

よ
り
を
作
成
し
、
議
会
内
容
を
で
き

る
だ
け
早
く
市
民
に
伝
え
る
こ
と
に

努
め
て
い
た
。
ま
た
、
同
委
員
会
が

議
会
だ
よ
り
の
作
成
と
議
会
報
告
会

も
担
当
し
て
お
り
、
議
会
だ
よ
り
を

市
政
報
告
会
で
活
用
し
て
い
る
こ
と

も
、
準
備
の
省
力
化
を
図
り
、
議
会

報
告
会
そ
の
も
の
に
注
力
で
き
る
良

い
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。
本

市
で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

研
修
し
た
霧
島
市
議
会
広
報
公
聴

委
員
会
は
、
平
成
31
年
２
月
に
、「
多

く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
株
式
会
社
電
通
を
行
政

視
察
し
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
こ
と

と
し
て
、「
相
手
が
欲
し
い
情
報
を
、

相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
。
内
容
を
網
羅
し

過
ぎ
る
と
、
何
を
伝
え
た
い
か
が
ぼ

や
け
て
し
ま
う
。」と
い
う
学
び
を
基

に
、
も
っ
と
良
い
紙
面
作
り
を
と
努

力
を
重
ね
て
い
た
。

　

ま
た
、
速
や
か
な
発
行
を
目
指
す

た
め
、
定
例
会
初
日
に
企
画
会
議
を

開
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

企
画
会
議
の
主
な
内
容

〇
特
集
記
事
の
検
討

〇
全
体
構
成
の
検
討

〇
担
当
ペ
ー
ジ
の
決
定

　

◎
特
集
記
事

　

〇
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
知
っ
て
ほ

し
い
こ
と
や
お
知
ら
せ
し
た
い
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
。

令
和
元
年
11
月
6
日

霧
島
市
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

発
行
に
つ
い
て

委員会レポート
◎松元　深　　　○宮内　博　　　　山田　龍治　　　久保　史睦　　　川窪　幸治
　阿多　己清　　　前島　広紀　　　新橋　実　　　　下深迫孝二 ◎委員長　 ○副委員長

議案第54号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
　　　　　　条例の制定について　……………………………………………………………………………　賛成多数で可決
議案第55号　霧島市営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について　……………………　全会一致で可決
議案第62号　霧島市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について　……………　賛成多数で可決　
議案第64号　財産の取得について　……………………………………………………………………………　全会一致で可決

議案第54号　地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
　　　　　　条例の制定について　……………………………………………………………………………　賛成多数で可決
議案第55号　霧島市営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について　……………………　全会一致で可決
議案第62号　霧島市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について　……………　賛成多数で可決　
議案第64号　財産の取得について　……………………………………………………………………………　全会一致で可決

審査した議案を掲載しています

「
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
の
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
及
び
「
霧
島

市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

　
来
年
度
か
ら
運
用
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
関
す
る
議
案

で
、
臨
時
、
非
常
勤
職
員
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
共
団
体
ご
と
に
そ
の
任
用

基
準
等
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ

た
。
今
回
、
新
た
に
会
計
年

度
任
用
職
員
と
い
う
統
一
的

な
取
扱
基
準
を
設
け
よ
う
と

す
る
も
の
。

　
ま
た
、国
か
ら
同
一
賃
金
、

同
一
労
働
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
な
ど
、
臨
時
職

員
等
の
待
遇
改
善
も
長
年
の

課
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
期
末
手
当
が
支
給
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
、改
正
点
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
今
回
の
改
正
の
対
象
と

な
る
の
は
、
非
正
規
職
員
全

令
和
元
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　委
員
会
レ
ポ
ー
ト

各常任委員会に付託された案件について、審査した内容と結果を掲載しています

総務環境常任委員会

504万8,000円
こども館の設置に要する経費

介護保険 ３億6,909
万円

特別会計区分 補正予算額 主な内容

介護給付費準備基金への
積立など

下水道事業 251万円 配管の不具合に伴う賠償
金

その他の会計の補正予算

◎有村隆志　　〇松枝正浩　　山口仁美　　川窪幸治　　愛甲信雄　　德田修和
　阿多己清　　　前島広紀　　厚地　覺　　植山利博　　前川原正人 ◎委員長　○副委員長

予算常任
委員会

員
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
て

い
い
か
。

答
　
そ
う
で
あ
る
。
今
回
す

べ
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
り
、
い
わ
ゆ
る
臨
時
職
員

は
い
な
く
な
る
。

反
対
討
論

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

は
、
臨
時
、
非
常
勤
の
正
規

化
や
正
規
職
員
化
に
よ
る
職

員
定
数
な
ど
の
根
本
的
改
善

策
が
示
さ
れ
な
い
な
か
で
行

わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
正

規
職
員
の
定
数
が
削
減
さ
れ

る
一
方
、
臨
時
非
常
勤
の
職

員
が
増
え
続
け
て
い
る
現
状

に
あ
る
。
本
来
、
職
員
定
数

の
枠
を
広
げ
て
常
勤
の
職
員

に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が

な
さ
れ
な
い
な
か
で
、
こ
の

制
度
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
は
、
会
計
年

度
ご
と
の
任
用
と
雇
い
止
め

を
自
治
体
の
判
断
で
進
め
る

こ
と
を
可
能
に
し
て
お
り
、

合
法
的
な
人
員
の
調
整
弁
と

な
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
。

賛
成
討
論

　
こ
れ
ま
で
、
臨
時
職
員
の

任
用
や
処
遇
面
に
つ
い
て

は
、根
拠
法
令
が
無
か
っ
た
。

今
回
の
条
例
制
定
等
に
よ

り
、
臨
時
職
員
の
任
用
上
の

課
題
や
給
与
等
を
含
め
た
処

遇
上
の
課
題
な
ど
が
解
決
で

き
る
と
思
う
。
ま
た
、
本
市

の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
場

合
、
給
与
や
処
遇
面
な
ど
県

下
18
市
の
な
か
で
も
、
比
較

的
良
い
条
件
で
充
実
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
臨
時
、
非

常
勤
職
員
の
位
置
付
け
、
任

用
制
度
、
給
与
制
度
等
の
面

で
明
確
化
し
、
働
き
や
す
い

環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を

評
価
す
る
。

霧
島
市
営
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
国
分
体
育
館
内
に
新
た
な

冷
暖
房
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
伴
い
使
用
料
を
定
め
る

も
の
。
料
金
は
、
１
階
部
分

１
時
間
あ
た
り
全
面
１
５
０

０
円
、
半
面
７
５
０
円
。

問
　
料
金
設
定
は
、
他
市
に

比
べ
て
安
い
状
況
で
あ
る

が
、
積
算
根
拠
は
な
に
か
。

答
　
想
定
し
た
稼
働
日
数
、

稼
働
時
間
等
を
基
に
時
間
当

た
り
の
基
本
料
金
を
算
出
し

て
お
り
、
基
本
料
金
に
従
量

料
金
を
加
え
て
算
出
し
て
い

る
。
市
民
の
方
々
に
利
用
し

や
す
い
料
金
設
定
と
し
た
。

委員会審査の様子

令和元年度霧島市一般会計補正予算（第５号）

総額を628億971万7,000円に17億7,077万9,000円を追加
こども館や災害復旧に係る予算を増額

子育て世帯が親子で利用できる施設環境を整備
するための建築改修工事設計業務委託料ほか。
問　なぜ、国分ハイテク展望台なのか。既存施設

の活用は理解できるが市街地ではいけない
のか。

答　今回、ハイテク展望台に建設して検証し、ほ
かの所にもサテライト的に造っていきたい。
今後、場所については，また検討していくと
いうことになる。

6,400万円
梅雨前線豪雨で被災した施設等の本格的
な復旧に要する経費
農地・農業用施設を早急に復旧し機能回復を図
る工事請負。
問　６月末からの大雨で発生した、改修費用や施

設への対応はこれですべてか。積み残しが
あった場合は、次の補正で対応するのか。

答　現段階では、災害については全部調査をし
て積み残しはないと理解している。

１億5,770万円
梅雨前線豪雨で被災した公共土木施設
災害復旧に要する経費
被災した河川施設３件と市道の公共災害12件に
係る工事請負。
問　台明寺の永谷橋下流の復旧工事も含まれて

いるのか。
答　郡田川の災害ということで県のほうで対応
している。

243万円

保育園，認定こども園等との公平性を図る
ための子育て支援新制度に要する経費

新制度未移行幼稚園の低所得者世帯等へ給食
費（副食費）の一部を助成。
問　新制度未移行の幼稚園が何園あり，園児数

が何名いるのか。
答　対象施設数が２園で、補助対象者を90名見

込んでいる。

91万6,000円

幼児教育・保育の無償化に伴う子ども・
子育て支援新制度に要する経費

給食費のうち副食費相当分低所得世帯等からの
徴収を免除。
問　免除対象の人数と、副食費単価はいくらか。
答　対象人数は38人。副食費は給食センター

でそれぞれ単価が違う。陵南幼稚園が
2,880円。大田幼稚園が3,400円。富隈幼
稚園が3,310円。牧之原幼稚園が3,270円
である。

国分体育館

国分ハイテク展望台国分ハイテク展望台
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霧島市議会だよりの特集記事

霧島市議会だよりの補正予算紙面霧島市での視察の様子
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2020年 10月3日（土）〜10月13日（火） 2020年 10月24日（土）〜10月26日（月）

　2020年10月３日の第75回国民体育大会（かごしま国体）開催まで、11月１日で337日となりました。
　昭和47年以来の鹿児島開催となるスポーツの祭典に向け、着々と準備が進んでいます。今回はその状況等
を紹介します。

特集 Special edition

牧園特設馬術競技場（農業大学校跡地）
牧園アリーナ
国分中央高校精華アリーナ
霧島ゴルフクラブ、溝辺カントリークラブ
丸岡公園緑地広場
国分海浜公園  体育館
まきのはら運動公園  福山パークゴルフ場

実施競技 競　技　名 競　　技　　会　　場 競技日程（2020年）

正式競技

公開競技
デモンスト
レーション
スポーツ

サ ッ カ ー

ハ ン ド ボ ー ル

馬 術
剣 道
銃 剣 道
ゴ ル フ
グラウンド・ゴルフ
ジ ャ ズ 体 操
パ ー ク ゴ ル フ

国分運動公園陸上競技場、多目的広場
まきのはら運動公園多目的広場

国分体育館、溝辺体育館、隼人体育館、横川体育
館、国分中央高校精華アリーナ

10月9日（金）〜12日（月）

10月4日（日）〜8日（木）

10月7日（水）〜11日（日）
10月4日（日）〜6日（火）

10月10日（土）〜12日（月）
10月7日（水）〜9日（金）

9月26日（土）〜27日（日）
5月23日（土）
7月26日（日）

国分運動公園陸上競技場、多目的広場
実施競技 競　技　名 競　　技　　会　　場 競技日程（2020年）
正式競技 サ ッ カ ー （ 知 ） 10月24日（土）〜26日（月）

国体ボランティア募集中
あなたも本大会の運営補助等をしてみませんか。

詳しくは↓●お問い合わせ先

 TEL 0995-64-0736

霧島市役所　
国民体育大会推進課

茨城国体出場、馬術競技少年二段階障害飛越競技で第３位入賞。
小学３年の頃に乗馬体験をして興味をもち、乗馬を始める。毎朝６時に餌やりと部屋
の掃除、馬の世話をしてから学校に行き、放課後はクラブに帰り練習している。
かごしま国体出場を目標に日々練習に励んでいる。

期待の選手へ聞いてみた

３位入賞の要因は

馬を信頼していた
こと。馬の力が一番

みんなでおもてなし
をして、いい大会に
したいね

地元で開催される
ので、自分のレベルを
さらに上げ、出場
できるようにしたい

第75回国民体育大会

第20回全国障害者スポーツ大会

杉本  鷹哉 選手霧島高等学校１学年

国分体育館　→　空調の設置、照明のＬＥＤ化 陸上競技場　→　メインスタンド等の改修

馬術会場　→　会場の造成

会場の整備も着々と進んでいます

※知的障がい者が出場できる競技

※
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令和元年第４回定例会で審議された議案等一覧
※全員一致は＊、賛否が分かれた案件は賛成○・反対◆で記載しています。	 	 	 	 	
　福永議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。	

＊傍聴においでください＊
令和２年第１回定例会（３月議会）が下記のとおり予定されています。

※各会議は、指宿庁舎３階にて午前10時から開催されます。
　（本会議は議場、委員会は議員控室）
　日程等は変更されることがありますので、傍聴の際にはあらかじめ
　市議会事務局までお問い合わせください。   
　TEL 0993（22）2111（内線511・512）
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広
報
特
別
副
委
員
長　

斉
藤　

佳
代

招 集 ・ 議 案 上 程 ２月25日（火）
質 疑 ・ 委 員 会 付 託 ２月28日（金）
総 務 水 道 委 員 会 ３月３日（火）・４日（水）
文 教 厚 生 委 員 会 ３月５日（木）・６日（金）
産 業 建 設 委 員 会 ３月９日（月）・10日（火）
一 　 般 　 質 　 問 ３月17日（火）・18日（水）・19日（木）
委 員 長 報 告 ・ 表 決 ３月26日（木）
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議決結果

63 平成30年度指宿市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ◆ ○ ◆ ○ ○ ◆ ○ ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ − 認　 定
64 平成30年度指宿市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認　 定
65 平成30年度指宿市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認　 定
66 平成30年度指宿市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 認　 定
67 平成30年度指宿市温泉配給事業特別会計歳入歳出決算の認定について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 認　 定

68 平成30年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計歳入歳出
決算の認定について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 認　 定

69 平成30年度指宿市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 認　 定

70 平成30年度指宿市水道事業会計決算の認定及び剰余金処分に
ついて ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 認定及び	

原案可決
99 字の区域の変更について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
100 いぶすき山川港特産市場の指定管理者の指定について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
101 指宿図書館及び山川図書館の指定管理者の指定について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
102	 指宿市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

103	 指宿市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

104	 指宿市公営企業の設置等に関する条例等の一部改正について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
105	 指宿市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 原案可決
106	 指宿市立公民館条例の一部改正について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
107	 令和元年度指宿市一般会計補正予算（第７号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 原案可決
108	 令和元年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
109	 令和元年度指宿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
110	 令和元年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第２号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

111	 令和元年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第２号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

112	 令和元年度指宿市水道事業会計補正予算（第３号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
113	 令和元年度指宿市公共下水道事業会計補正予算（第３号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

114	 指宿市職員の給与に関する条例及び指宿市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

115	 指宿市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 原案可決

116	 指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 原案可決
117	 令和元年度指宿市一般会計補正予算（第８号）について ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 原案可決
118	 令和元年度指宿市温泉配給事業特別会計補正予算（第２号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

119	 令和元年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第３号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

120	 令和元年度指宿市水道事業会計補正予算（第４号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決
121	 令和元年度指宿市公共下水道事業会計補正予算（第４号）について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 原案可決

【陳情書】
5 「小規模企業の振興に関する条例」制定及び商工会に対する
令和２年度補助金要望等について ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ − 不 採 択

【意見書案】
3 内閣総理大臣主催「桜を見る会」疑惑の徹底究明を求める意
見書（案） ◆ ○ ◆ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ○ ○ − 否　　決
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